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研究成果の概要（和文）：本研究課題は、高齢者のフレイルと、健康行動、環境要因との関連性を明らかにする
ことを目的として実施し、フレイル高齢者は非フレイル高齢者に比べ、交通行動の制限が大きく、主たる移動手
段が自動車の地域において顕著であること（Abe et al., Int J Environ Res Public Health, 2020）、物理的
環境に加え、社会環境もフレイルに関連していること（Abe et al., Geriatr Gerontol Int, 2021）、農作業、
知的活動、社会参加がフレイル予防あるいは改善に寄与しうること（Abe et al., Maturitas, 2020）を報告し
た。

研究成果の概要（英文）：This research aimed to examine the associations among frailty, healthy 
beahviours, and neighbourhood environment and reported the following findings: compared to non-frail
 older adults, frail older adults were disadvantaged in transport, especially in car-dependent areas
 (Abe et al., Int J Environ Res Public Health, 2020）; social environments as well as physical ones 
were associated with frailty  （Abe et al., Geriatr Gerontol Int, 2021）; faming, intellectual 
activities, and social participation were associated with improvement and prevention of worsening 
frailty status（Abe et al., Maturitas, 2020）.

研究分野：健康体力学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
フレイル、健康行動、環境要因の複雑な関係性について、一つ一つの関連性を明らかにすることで統合的な知見
を得られた点が意義深い。すなわち、従来のように一対一の関係性をみるに留まっていては統合的な知見を得る
ことができないため、一連の研究課題として実施したことにより得られた成果となっている。また、健康行動に
関する知見は現場で有益であり、環境面に関する知見は政策的観点からも重要性が高い。そのため、本研究の一
連の成果は、一定の学術的・社会的意義を有していると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 フレイル（虚弱）高齢者は要介護状態になりやすいが、適切な対応により、要介護状態への進
行を防ぐことができ、健常な状態に戻ることが可能である。研究開始時の頃は、日常的に健康的
な行動を取ることでフレイルの進行防止、改善につながるかどうかに関する疫学的知見が不足
していた。また、ヒトの行動は近隣環境と密接に関連することが知られていたが、その関連性に
ついてフレイルを踏まえた検討は限定的であった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、フレイル高齢者の予後を良好に（フレイルの進行防止および改善）するため
の行動要因について包括的な知見を得ることとした。具体的には、1) フレイルと健康行動およ
び物理的・社会的環境要因との関連性を明らかにすること、2) フレイルの予後を良好に（進行
防止・改善）する行動要因を明らかにすることとした。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、複数のフィールドから得られたデータを使用した。いずれのデータも郵送調査に
よって得られた。主たる研究成果に関係する情報について記した。 
【研究１】フレイル高齢者の移動手段と居住地域との関連性 
対象者：東京都大田区（n=5,032）、埼玉県鳩山町（n=2,853）、群馬県草津町（n=1,219）に在住
する介護認定を受けていない 65 歳以上の高齢者とした。 
フレイルの評価：介護予防チェックリストにより評価した（新開ら、2013）。 
移動手段：週に 1回以上利用する移動手段を尋ねた。 
【研究 2】近隣環境とフレイルとの関連性 
対象者：ブリスベン（オーストラリア）に在住する 50–74 歳の者 3,419 名を解析対象者とした。 
フレイルの評価：Frailty Index により評価した。 
近隣環境：住宅密度、道路の接続性、土地利用の多様性、公園面積、バス停密度、安全性、社会
の凝集性について個人レベルと地域レベルの両方を算出した。 
【研究 3】フレイルの予防・改善に寄与する行動要因の探索 
対象者：兵庫県養父市在住の高齢者 3,769 名とした。 
フレイルの評価：介護予防チェックリストにより評価した（新開ら、2013）。 
行動に関する変数：農作業、買い物、運動習慣、食習慣、知的活動の実践、社会参加、喫煙につ
いて調査した。 
 
４．研究成果 
【研究１】フレイル高齢者の移動手段と居住地域との関連性 
 非フレイルの高齢者に比して、フレイルの高齢者では交通行動（外出時の移動）に関して
disadvantage な状況にあることが示唆された。その傾向は、いわゆる車社会となりやすい地方
部において顕著であった。フレイル高齢者において、移動手段に起因する日常生活上の問題が生
じないよう、支援手段を検討していくことの重要性を報告した。 
【研究 2】近隣環境とフレイルとの関連性 
 道路の接続性が良好な地域ではフレイルが多いことを報告した。これは、道路の接続性が良好
な地域に住む者は身体活動量が高い傾向にあるため、健康状態も良いと想定されるとの仮説と
異なっていた。一方、地域レベルでみた場合に多様な土地利用がなされているエリアに住む者は
フレイルであるオッズが低かった。また、近隣の安全性が高いことと、凝集性が高いことはフレ
イルであるオッズが低いことと関連していた。物理的環境と社会的環境の両方がフレイルと関
連していることを示唆した。 
【研究 3】フレイルの予防・改善に寄与する行動要因の探索 
 フレイル予防と関連していた要因は、農作業の実施、習慣的な運動（週 3日以上）、知的活動
の実践、社会参加であった。フレイルからの改善に寄与していた要因は、農作業の実施、知的活
動の実践、社会参加であった。以上より、フレイルになったとしても健康的な行動を取り続ける
ことで、フレイルから改善しうることを示唆した。 
 
上記に関連する論文は以下の通りである。 
研究１: Abe et al. Frailty status and transport disadvantage: comparison of older 
adults’ travel behaviours between metropolitan, suburban, and rural areas of Japan. 
Int. J Environ Res Public Health. 17(17): 6367. 2020.9 
研究 2: Abe et al. Associations of neighborhood built and social environments with 
frailty among mid-to-older aged Australian adults. Geriatr Gerontol Int. 21: 893–899. 
2021. 
研究 3: Abe et al. Healthy lifestyle behaviors and transitions in frailty status among 



independent community-dwelling older adults: The Yabu cohort study. Maturitas 136: 54–
59. 2020.6 
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